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１．目的

本研究の目的は，野球のパフォーマンスにおいて，

上肢と下肢のどちらの筋力が，より影響を与えてい

るのかを明らかにすることである。

２．研究方法

１）対象者：本学野球部に所属する男子 25名。

２）方法：筋力は上肢がベンチプレス，下肢がスク

ワットによる１RMの筋力とした。また，最大筋力と

投球速度及び打球速度の相関関係を導き出した。さ

らに，体重を加えてどの要因が野球のパフォーマン

ス影響を与えているのかを検討した。

３．結果と考察

１）投球能力について

表１に各項目の測定結果，表２には投球速度との

関連性を示した。

表１．各項目の測定結果

表２．投球速度と各項目の関連性

表２で示したように，投球能力と上肢の筋力，下

肢の筋力，体重はすべて有意性がないことが確認さ

れた。このことから，投球能力は投球フォームの他，

肩関節や股関節の柔軟性や関節可動域，体重移動や

リリース等の技術などの要因が関わっているものと

推察される。

２）打撃能力について

表３に打球速度と各項目の関連性を示した。表に

示したように，打撃能力は，上肢の筋力，下肢の筋

力ともに有意性がなく，体重にのみ，あることが確

認された。これらのことから，打撃能力は筋力より

も体重の影響を受けていることがわかる。しかし，

上肢の筋力に関しては，下肢と比較した場合に相関

係数が高いことから，より打撃能力に影響を与える

ものと考えられる。これは打撃では，重さ約 900gの

バットを上肢のみで操作しなければならないためだ

とも推認される。

表３．打球速度と各項目の関連性

また，体重の観点からは，大腿四頭筋等の大筋群

がある下肢の筋肉量が，上肢よりも重要であるとも

考えられるため，走り込みやトレーニング等で下半

身を強化する指導も，下肢筋群の筋肥大を目的とす

るものであるならば，妥当なものだと推察される。

４．結論

今回の研究では，野球のパフォーマンスにおいて，

上肢と下肢のどちらの筋力がより影響を与えている

か，との明確な結論には至らなかった。しかし，投

球能力に関しては，上下肢の筋力や体重以外の要因

が関わっていること，打撃能力に関しては，上肢の

筋力がより影響を与えていることが確認され，特に

除脂肪体重が重要であることが示唆された。従って，

野球においては筋力のみならず，体格や力の伝達能

力の優劣がそのパフォーマンスに多大な影響を及ぼ

すことが推認された。
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平均 67.24 69.4 162 115.44 125.72

標準偏差 5.24 8.81 25.92 6.66 5.98
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